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末梢循環は１）内因性、いわゆる局所と２）外
因性、いわゆる中枢の二重支配を受けて調節され
ている。律動運動時には非運動骨格筋や腹部臓器

の非活動組織にはアドレナリン作動'性の交感神経

`性血管収縮が起こる｡￣方、運動骨格筋では局所
代謝産物による強力な動脈拡張が生じ、血流が増
加する。

＿側下肢運動負荷時に201Tlを静注すると、運
動側下肢への血流は増加しているため、201Ｔｌの

分布は増加し、逆に反対側の非運動下肢への血流

は低下しているため、201Tlの分布も減少する。
従って、201Tlの放射能を測定することにより、
下肢筋肉血流すなわち血管抵抗の変化を評価でき
る。

ここでは健常者成人で安静時と￣側下肢運動負

荷時に静注した201Tlがどのように下肢および各
臓器に再配分されるかを検討したので報告する｡
〔対象および方法〕

健常者成人男性９名、年令25-42歳（平均33.4

歳）に同意を得て、安静時と運動負荷時に全身シ
ンチグラフィを施行した（図１）。

＿側下肢運動負荷は自転車エルゴメータ（モナ

ーク社製）を使用し、３分間無負荷状態で安静を
維持した後、２０Ｗから開始して、１分間にlow

づつ、多段階漸増負荷をかけた｡最大負荷に達し

た時点で20,T,を１５～z5mCi静注し、さらに３０
秒間、運動を持続した｡

静注５分後から大視野型ガンマカメラ（島津社製
SNC-51OR）に低エネルギー汎用コリメータを

装着し、エネルギーウインドウを７０～90KｅＶと

して、全身シンチグラフィ（前●後）を施行した。

データ収集は512×512マトリックスサイズで行な

い、全身および各臓器、下肢筋肉群に矩形の関心

領域を設定し、全身の放射能に対する各部位の放
射能の分布を％で表示した｡

〔結果〕

，）安静時と運動負荷時の各臓器の201Ｔｌの分布

全身シンチグラム前面像から頭部，肺（右)，
心臓および肝臓を、後面像から腎臓（両側）の
201Tlの全身に対する分布量（％）を算出した
（表，）。安静時に比べて運動時では頭部：２９．５
％，肺：２，．２％，肝臓：４５．５％，腎臓：４１．２％の

201Tlの分布量の減少を認めた。心臓では有意な
変化は認めなかった｡

２）安静時と運動負荷時の下肢筋肉の２０１Tlの分布
安静時に比べて運動時では右大腿部（前面）の
20,Tlの分布は205.2％増加し、Ｒ/Ｌは2.8であ
った。右腓腹部（後面）では83.3％増加し、Ｒ/Ｌ

は2.5であった｡左腓腹部（後面）では逆に運動
時に１４．２％の減少を認めた（表２)。
〔考案〕

201Tlの全身分布は心拍出量の身体の各部位の
血流量を反映する1)ことから、－側下肢運動時に
静注した201Ｔｌの下肢筋肉への分布量はその局所
の血流量を反映していると考えられる2)。運動負

荷側の下肢には自己調節(autoregulation)により、
強力な動脈拡張が生じるため安静時に比べて、血

流の再配分が生じ、血流は増加する。￣方、非運

動側下肢や、肺，肝臓，腎臓などの臓器の血管は

交感神経`性血管収縮が起こり、血流は減少する3)。
我々の安静時および＿側下肢運動負荷時の201Ｔｌ

の全身分布の結果は自己調節と交感神経'性血管収

縮などの生理学的変化を反映している（表１１２)・
心臓で運動時に有意な増加を認めなかったのは￣

側下肢運動のため、被検者の下肢運動能力に差が

あるため、必ずしも心臓に十分な負荷がかからな
かったためと思われる。

今回、健常者という下肢血管正常群で生じた両

下肢血管の抵抗差を静注した201Tlの分布量の差

で評価できることが分かった｡今後、種々の疾患
群で本法が応用されることを期待したい。
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▲図１全身シンチグラム（後UIT像）
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